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は
じ
め
に

　

儒
教
の
「
中
」
概
念
は
、『
中
庸
』
以
来
の
伝
統
的
な
中
心
概
念
で
あ
り
、

従
来
、
儒
学
者
た
ち
に
よ
っ
て
重
要
視
さ
れ
て
い
る
。
特
に
宋
の
時
代
に
な
る

と
、
儒
学
者
た
ち
が
次
々
と
『
中
庸
』
の
注
釈
書
を
著
し
、「
中
」
の
意
味
を

究
め
よ
う
と
し
た
。
そ
の
な
か
で
一
番
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
の
が
朱
子
の
『
中

庸
章
句
』
で
あ
る
。

　
『
中
庸
』
は
も
と
も
と
『
礼
記
』
の
な
か
の
一
編
で
あ
っ
た
が
、
朱
子
が
そ

れ
を
『
礼
記
』
か
ら
独
立
さ
せ
、『
論
語
』『
大
学
』『
孟
子
』
と
並
ぶ
儒
教
の

代
表
的
な
経
典
と
し
、
さ
ら
に
そ
の
註
釈
書
『
中
庸
章
句
』
を
著
し
た
。
朱
子

は
「
中
庸
」
の
二
字
の
意
味
を
、「
中
は
不
偏
不
依
、
過
不
及
無
き
の
名
、
庸

は
平
常
な
り
」（『
中
庸
章
句
』）
と
解
釈
し
て
お
り
、「
中
」
と
「
庸
」
に
そ
れ

ぞ
れ
独
立
し
た
意
味
を
与
え
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
実
は
「
中
」
も
「
庸
」

も
同
じ
こ
と
を
表
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
が
す
な
わ
ち
「
中
」
の
原
理
で

あ
る（

1
）。

　

こ
の
よ
う
に
、
朱
子
学
に
お
い
て
は
、『
中
庸
』
の
中
心
概
念
は
や
は
り

「
中
」
に
あ
り
、「
中
」
こ
そ
が
人
間
の
従
う
べ
き
行
動
の
原
則
だ
と
い
え
る
。

し
た
が
っ
て
、
朱
子
学
者
に
と
っ
て
、「
中
」
概
念
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は

大
変
重
要
な
課
題
で
あ
る
。

　

本
稿
で
は
、近
世
初
期
の
代
表
的
な
朱
子
学
者
で
あ
る
山
崎
闇
斎
（
一
六
一
八

〜
一
六
八
二
）
を
取
り
上
げ
て
、
こ
の
よ
う
な
「
中
」
概
念
に
対
し
て
、
彼
が

ど
の
よ
う
に
理
解
し
た
の
か
を
考
察
し
て
み
た
い
。
一
方
、
周
知
の
ご
と
く
、

闇
斎
は
「
神
儒
兼
学
」
を
も
っ
て
そ
の
学
問
の
特
徴
と
し
て
い
る
。
彼
は
朱
子

学
に
深
い
造
詣
が
あ
り
、
神
道
家
と
し
て
も
有
名
で
あ
る
。
彼
が
創
立
し
た
垂

加
神
道
と
い
う
神
道
一
派
は
、
後
世
の
国
学
や
水
戸
学
に
も
か
な
り
の
影
響
を

山
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て
い
る
。

曰
く
、
中
は
一
名
に
し
て
二
義
有
り
。
程
子
固
よ
り
之
を
言
え
り
。
今
其

の
説
を
以
て
之
を
推
す
に
、
不
偏
不
倚
と
云
う
は
、
程
子
の
謂
う
所
の
中

に
在
る
の
義
、
未
発
の
前
、
偏
倚
す
る
所
無
き
の
名
な
り
。
過
不
及
無
き

と
は
、
程
子
の
謂
う
所
の
中
の
道
な
り
。
行
事
に
見あ

ら
われ

て
各
々
其
の
中
を

得
る
の
名
な
り
。
蓋
し
不
偏
不
倚
は
、
猶
立
ち
て
四
旁
に
近
づ
か
ざ
る
が

ご
と
し
。
心
の
体
は
、
地
の
中
な
り
。
過
不
及
無
き
は
、
猶
行
き
て
先
だ

た
ず
後
れ
ず
、
理
の
当
、
事
の
中
な
り
。
故
に
未
発
の
大
本
に
於
て
は
、

則
ち
不
偏
不
倚
の
名
を
取
る
。
已
に
発
し
て
時
に
中
す
る
に
於
て
は
、
則

ち
過
不
及
無
き
の
義
を
取
る
。
語
固
よ
り
各
々
当
た
る
こ
と
有
り
。
然
る

に
其
の
未
発
に
方あ

た

っ
て
は
、
未
だ
過
不
及
無
き
の
名
づ
く
可
き
有
ら
ず
と

雖
も
、
而
れ
ど
も
過
不
及
無
き
の
本
体
為
る
所
以
は
実
に
是
に
在
り
。
其

の
発
し
て
中
を
得
る
に
及
ん
で
や
、
其
の
主

つ
か
さ
どる

所
一
事
に
偏
な
ら
ざ
る
こ

と
能
わ
ず
と
雖
も
、
然
れ
ど
も
其
の
過
不
及
無
き
所
以
の
者
は
、
是
れ
乃

ち
偏
倚
無
き
者
の
す
る
所
に
し
て
、
一
事
の
中
に
於
て
も
亦
未
だ
嘗
て
偏

倚
す
る
所
有
ら
ず
。
故
に
程
子
又
和
を
言
え
ば
、
則
ち
中
其
の
中
に
在
り
、

中
を
言
え
ば
、
則
ち
喜
怒
哀
楽
を
含
み
て
其
の
中
に
在
り
と
曰
い
て
、
呂

氏
も
亦
其
の
未
だ
発
せ
ざ
る
に
当
た
り
て
は
、
此
の
心
至
虚
に
し
て
、
偏

倚
す
る
所
無
し
、
故
に
之
を
中
と
謂
う
、
此
の
心
を
以
て
萬
物
の
変
に
応

じ
、
往
く
と
し
て
中
に
非
ざ
る
こ
と
無
し
と
云
え
り
。
是
れ
則
ち
二
義
殊

及
ぼ
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　

闇
斎
は
、
朱
子
学
的
思
考
を
そ
の
神
道
研
究
に
援
用
し
よ
う
と
試
み
、
最
終

的
に
神
道
と
儒
教
の
「
妙
契
」（
妙
に
契
合
す
る
）
と
い
う
考
え
に
い
た
っ
た
。

こ
の
「
中
」
概
念
が
彼
の
「
妙
契
」
論
の
一
端
を
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

す
な
わ
ち
、
彼
は
神
儒
兼
学
の
な
か
で
、
朱
子
学
に
お
け
る
「
中
」
の
理
論
が

日
本
の
神
道
に
も
あ
る
こ
と
に
気
づ
き
、「
中
」
の
神
道
論
を
展
開
し
た
と
考

え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、「
中
」
を
一
つ
の
神
道
概
念
と
し
て
、
闇
斎
が
ど

の
よ
う
に
解
釈
し
た
の
か
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
、
本
稿
の
も
う
一

つ
の
目
的
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
は
、
あ
え
て
朱
子
学
本
来
の
「
中
」
概
念
の
「
中
」
を
「
チ
ュ
ウ
」

と
訓
み
、
闇
斎
が
そ
の
神
道
論
の
な
か
で
展
開
し
た
「
中
」
を
「
ナ
カ
」
と
訓

む
こ
と
に
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
闇
斎
の
「
中
」
概
念
の
受
容
・
変
容
過
程
は
、

す
な
わ
ち
「
チ
ュ
ウ
」
か
ら
「
ナ
カ
」
へ
の
展
開
過
程
と
し
て
考
え
る
こ
と
が

で
き
る（

2
）。一

　
朱
子
学
の
「
中チ

ュ
ウ」
概
念

　

さ
て
、「
中チ

ュ
ウ

」
と
は
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
意
味
内
容
で
説
か
れ
て
い
る
の

か
。
朱
子
学
に
お
い
て
「
中
」
は
、
ど
の
よ
う
に
理
解
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う

か
。

　
「
中
」
の
意
味
に
つ
い
て
、『
中
庸
或
問（

3
）』

に
は
次
の
よ
う
な
一
文
が
記
さ
れ



山崎闇斎の「中」概念

「
中
」
で
あ
る
。

（
一
）　
未
発
の
「
中
」

　

未
発
の
「
中
」
は
、
性
で
あ
る
。
た
と
え
ば
『
中
庸
章
句
』
に
次
の
よ
う
な

言
葉
が
あ
る
。

喜
怒
哀
楽
は
情
な
り
。
其
の
未
発
は
則
ち
性
な
り
。
偏
倚
す
る
所
無
し
、

故
に
こ
れ
を
中
と
謂
う
。

　

喜
怒
哀
楽
は
「
情
」（
人
間
の
感
情
）
で
あ
り
、
そ
の
情
が
発
動
す
る
前
の

「
未
発
」
と
い
う
状
態
が
「
性
」
で
あ
る
が
、
そ
の
ど
ち
ら
に
も
偏
ら
な
い
こ

と
を
「
中
」
と
い
う
。

　
「
性
」
に
つ
い
て
、『
中
庸
』
の
冒
頭
に
あ
る
「
天
の
命
ず
る
こ
れ
を
性
と

謂
」
う
と
い
う
箇
所
を
、
朱
熹
は
『
中
庸
章
句
』
で
、
次
の
よ
う
に
解
釈
し
て

い
る
。命

は
猶な

お

令
の
ご
と
し
。
性
は
、
即
ち
理
な
り
﹇
傍
線
筆
者
﹈。
天
は
陰
陽

五
行
を
以
て
萬
物
を
化
生
す
。
氣
は
以
て
形
を
成
し
て
、
理
も
亦
賦
す
る

こ
と
、
猶
命
令
の
ご
と
し
。
是
に
於
て
人
物
の
生
ず
る
、
各
々
其
の
賦
す

る
所
の
理
を
得
る
に
因
り
て
、
以
て
健
順
五
常
の
徳
と
為
す
。
所
謂
性
な

り
。

な
り
と
雖
も
、
而
れ
ど
も
実
は
体
用
を
相
為
す
﹇
傍
線
筆
者
﹈。

　

こ
れ
に
よ
る
と
、「
中
」
に
は
「
不
偏
不
倚
」
と
「
過
不
及
無
き
」
と
い
う

二
つ
の
意
味
が
含
ま
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
程
子
（
程
伊
川
、
一
〇
三
三
〜

一
〇
七
七
）
の
い
う
「
中
に
在
る
の
義
」
と
「
中
の
道
」
で
あ
る
。

　
「
中
に
在
る
の
義
」
と
は
、『
中
庸
』
に
お
い
て
「
喜
怒
哀
楽
の
未
だ
発
せ
ざ

る
、こ
れ
を
中
と
謂
う（

4
）」

と
い
う
場
合
の
「
未
発
の
中
」
で
あ
る
。
こ
の
「
中
」

は
、
す
な
わ
ち
、
未
発
の
前
（
喜
怒
哀
楽
な
ど
の
感
情
が
発
す
る
前
）
の
「
偏
倚

す
る
所
無
き
」
も
の
で
あ
り
、
人
に
内
在
す
る
一
種
の
精
神
的
実
体
で
あ
る
。

　

そ
れ
に
対
し
て
、「
中
の
道
」
と
は
、
物
事
が
行
き
過
ぎ
る
こ
と
も
な
く
遅

れ
も
な
い
状
態
の
「
過
不
及
無
き
」
と
い
う
意
味
の
「
中
」
で
あ
る
。
こ
の
場

合
の
「
中
」
は
、「
理
の
当
、
事
の
中
」
で
あ
り
、
喜
怒
哀
楽
が
「
発
し
て
皆

節
に
中
る
」（『
中
庸
』）
と
い
う
と
き
の
「
和
」
と
考
え
ら
れ
る
。

　
「
中
に
在
る
の
義
」
は
、
未
発
の
大
本
で
あ
る
た
め
、
そ
の
「
不
偏
不
倚
」

の
義
を
と
る
。「
中
の
道
」
は
、「
已
に
発
し
て
時
に
中
す
る
」
た
め
、
そ
の

「
過
不
及
無
き
」
の
義
を
と
る
。
両
者
は
そ
の
具
体
的
な
意
味
表
現
に
お
い
て

は
異
な
る
が
、
実
は
一
事
の
「
体
」
と
「
用
」
で
あ
る
。

　

要
す
る
に
、「
中
」
に
は
、「
中
に
在
る
の
義
」
や
「
不
偏
不
倚
」
と
い
う

「
未
発
」
の
「
中
」
と
、「
中
の
道
」
や
「
和
」「
過
不
及
無
き
」
と
い
う
意
味

の
「
中
」
が
あ
る
。
前
者
が
「
天
下
の
大
本
」
で
形
而
上
的
な
意
味
を
持
っ
て

い
る
の
に
対
し
、
後
者
は
「
天
下
の
達
道
」、
す
な
わ
ち
現
実
世
界
に
お
け
る



む
「
達
道
」
で
あ
る
。

　

一
方
で
、
こ
れ
を
「
心
」
論
か
ら
考
え
る
と
、「
中
」
は
心
の
「
体
」
で
、

「
和
」
は
心
の
「
用
」
で
あ
る
。「
中
」
は
、
心
の
「
事
物
未
だ
至
ら
ず
、
思
慮

未
だ
萌
え
ず
」
と
い
う
状
態
で
あ
り
、「
和
」
は
、
心
が
「
事
物
が
交
り
合
い
、

思
慮
が
萌
え
る
」
よ
う
に
至
り
、
七
情
（
喜
怒
哀
楽
愛
悪
欲
）
が
そ
の
正
を
得

る
状
態
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
朱
子
は
「
張
欽
夫
に
答
ふ
」
と
い
う
一
文

で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

事
物
未
だ
至
ら
ず
、
思
慮
未
だ
萌
え
ず
に
し
て
一
性
渾
然
、
道
義
全
て
聚そ

ろ

う
は
、
其
れ
中
と
謂
う
所
な
り
。
こ
れ
乃
ち
心
の
体
を
為
し
て
寂
然
不
動

な
る
所
以
な
り
。
其
の
動
く
に
及
ぶ
と
、
事
物
交
り
至
り
て
、
思
慮
萌
え

る
、
則
ち
七
情
迭
用
し
て
、
各
攸
主
有
り
、
其
れ
和
と
謂
う
所
な
り
。
こ

れ
乃
ち
心
の
用
を
為
し
て
感
じ
て
遂す

ぐ

に
通
ず
る
所
以
な
り
（『
朱
子
文
集
』

巻
三
十
二
）。

「
事
物
未
だ
至
ら
ず
、
思
慮
未
だ
萌
え
ず
」
は
、「
喜
怒
哀
楽
の
未
だ
発
せ
ざ
る

と
こ
ろ
」
で
あ
り
、
心
の
「
寂
然
不
動
」
の
状
態
で
あ
る
。
こ
の
状
態
に
あ
る

の
は
、
す
な
わ
ち
天
命
の
性
、
渾
然
の
性
で
あ
る
。
こ
の
状
態
に
あ
る
「
心
」

は
、「
寂
然
と
し
て
動
か
な
い
」「
体
」
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
「
中
」
と
い
う
。

一
方
、
事
物
交
り
て
至
る
と
き
、
思
慮
が
芽
生
え
、
続
い
て
喜
怒
哀
楽
の
情
が

発
す
る
。
そ
の
情
が
発
し
て
節
に
中
り
、
乖
戻
無
き
こ
と
が
、
す
な
わ
ち
「
和
」

　

朱
子
に
よ
れ
ば
、
性
は
す
な
わ
ち
理
で
あ
る
。
理
は
天
に
あ
っ
て
は
理
と
い

う
が
、
人
に
あ
っ
て
は
性
と
い
う
。
ま
た
、「
性
」
と
「
中
」「
和
」
に
つ
い
て

は
、
次
の
よ
う
な
一
文
が
あ
る
。

蓋
し
天
命
の
性
は
、
万
理
具
わ
り
喜
怒
哀
楽
各
々
当
た
る
攸
有
り
、
其
の

未
だ
発
せ
ざ
る
に
方
り
て
、
渾
然
と
し
て
中
に
在
り
て
、
偏
倚
す
る
所
無

し
。
故
に
之
を
中
と
謂
う
。
其
の
発
し
て
皆
其
の
中
た
る
こ
と
を
得
る
に

及
び
て
、
乖
戻
す
る
所
無
し
。
故
に
こ
れ
を
和
と
謂
う
。
こ
れ
を
中
と
謂

う
は
、
性
の
徳
を
状か

た

る
所
以
、
道
の
体
な
り
。
其
の
天
地
萬
物
の
理
該
ね

ざ
る
所
無
き
を
以
て
、
故
に
天
下
の
大
本
と
曰
う
。
之
を
和
と
謂
う
は
、

情
の
正
を
著
す
所
以
、
道
の
用
な
り
。
其
の
古
今
人
物
の
共
に
由
る
所
を

以
て
、
故
に
天
下
の
達
道
と
曰
う
。
蓋
し
天
命
の
性
は
純
粋
至
善
に
し
て
、

人
心
に
具
わ
る
者
、
其
の
体
用
の
全
き
、
本
皆
此
の
如
し
（『
中
庸
或
問
』）。

　

天
命
の
「
性
」
は
「
不
偏
不
倚
（
偏
ら
ず
依
り
か
か
ら
ず
）」
な
の
で
、「
中
」

と
い
う
。
つ
ま
り
、
こ
の
場
合
の
「
中
」
は
、
超
自
然
的
・
理
念
的
な
も
の
で

あ
る
。

　

ま
た
、
未
発
状
態
の
「
中
」
が
「
体
」
で
、
已
発
状
態
の
「
和
」
が
「
用
」

で
あ
る
。
天
命
の
性
は
、
渾
然
た
る
一
体
で
あ
り
、「
中
」
と
「
和
」
は
、
性

（
天
命
の
性
）
の
体
と
用
の
両
面
を
表
し
て
い
る
。「
中
」
は
性
の
体
で
、
天
地

が
成
り
立
つ
「
大
本
」
で
あ
る
。「
和
」
は
、
性
の
用
で
、
万
物
を
つ
く
り
育
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「
君
子
時
中
」
と
は
、『
中
庸
』
の
「
君
子
中
庸
、
小
人
中
庸
に
反
す
。
君
子

の
中
庸
な
る
は
、
君
子
に
し
て
時じ

ち
ゅ
う中

す
。
小
人
の
中
庸
に
反
す
る
は
、
小
人
に

し
て
忌
憚
無
き
な
り
」
に
由
来
す
る
言
葉
で
あ
る
。
そ
の
意
味
に
つ
い
て
、
朱

子
は
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。

君
子
は
た
だ
こ
れ
箇
の
好
人
を
説
く
な
り
。
時
中
は
た
だ
こ
れ
箇
の
恰
好

の
事
を
做
し
得
る
を
説
く
な
り
（『
朱
子
語
類（

5
）』

巻
六
十
三
）。

「
君
子
に
し
て
時じ

ち
ゅ
う中

す
」
は
、
易
傳
の
中
に
「
中
は
正
よ
り
重
し
、
正
は

必
ず
し
も
中
な
ら
ず
」
と
謂
う
所
の
意
に
同
じ
。
正
は
且
是
箇
の
善
悪
を

分
別
す
る
な
り
、
中
は
則
ち
こ
れ
恰
好
の
処
な
り
。
君
子
の
徳
が
有
り
て
、

而
も
又
時
に
随
っ
て
以
て
中
を
処い

た

す
は
、
方
に
こ
れ
恰
好
の
処
に
到
る
や

（
同
上
）。

「
君
子
時
中
」
の
「
君
子
」
と
は
、「
徳
」
を
持
つ
「
好
き
人
」
で
あ
る
。「
時

中
」
と
は
、
恰ち

ょ
う
ど度

好
い
こ
と
を
な
し
得
る
の
を
い
う
。
ま
た
、「
中
」
は
「
正
」

と
異
な
り
、「
正
」
は
善
悪
を
分
別
す
る
も
の
で
あ
る
が
、「
中
」
は
「
恰
好
の

処
」（
ち
ょ
う
ど
好
い
と
こ
ろ
）
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
君
子
は
「
徳
」
を
有
し

な
が
ら
、
ど
ん
な
と
き
に
で
も
そ
の
場
に
応
じ
て
「
中
」
に
処
す
こ
と
が
で
き

る
の
で
、「
恰
好
の
処
」
に
到
れ
る
の
だ
と
い
う
。

　
「
時
中
」
と
い
う
の
は
、
す
な
わ
ち
「
時
」
の
流
れ
に
即
し
て
、「
時
」
か
ら

で
あ
る
。「
和
」
は
、「
感
じ
て
遂
に
通
ず
る
」
心
の
状
態
を
表
す
も
の
で
あ
り
、

心
の
用
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
朱
子
は
「
未
発
」
の
「
中
」
と
「
発
し
て
節
に
中
る
」「
和
」

と
い
う
二
つ
の
状
態
を
も
っ
て
性
情
を
解
釈
し
、さ
ら
に
性
情
を
も
っ
て
「
心
」

を
把
握
し
よ
う
と
す
る
。
心
に
は
未
発
の
心
（
性
）
と
已
発
の
心
（
情
）
と
い

う
二
つ
の
側
面
が
あ
る
。
性
と
情
は
体
用
関
係
に
あ
る
。
性
が
情
と
発
す
る
前

（
未
発
の
前
）
に
は
、
心
も
未
発
で
あ
る
。
性
が
情
と
発
し
た
と
き
、
心
も
已

発
の
「
思
慮
」
と
な
る
。
心
は
性
と
情
の
両
面
を
貫
き
、
同
時
に
体
と
用
を
兼

ね
る
。
性
は
心
の
体
で
、
情
は
心
の
用
で
あ
る
。

　
「
中
」
は
心
の
「
未
発
」
状
態
で
、「
和
」
は
心
の
「
已
発
」
状
態
で
あ
る
。

未
発
の
心
は
、「
道
義
全
て
聚
ふ
」
性
を
内
包
す
る
実
体
で
あ
る
。「
事
物
交
り

至
り
て
、
思
慮
萌
え
る
」
と
い
う
状
態
に
い
た
る
と
、
性
が
情
と
発
す
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
未
発
の
「
中
」
と
は
、
根
本
実
在
の
本
源
を
指
す
超
自
然

的
理
念
的
な
も
の
で
、
こ
れ
が
「
天
命
」「
性
」「
道
体
」
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
。

こ
の
「
中
」
は
、
存
在
者
の
理
法
の
根
拠
と
し
て
、
そ
の
根
源
的
立
場
か
ら
事

物
事
象
を
離
れ
た
次
元
で
説
か
れ
る
存
在
論
的
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
。

（
二
）　
君く

ん
し子
時じ

ち
ゅ
う中

　

一
方
、
朱
子
学
の
「
中
」
は
、
実
践
規
範
・
原
則
と
し
て
の
意
味
も
持
っ
て

い
る
。『
中
庸
』
に
見
え
る
「
君
子
時
中
」
や
『
尚
書
』（
大
禹
謨
）
に
見
え
る

「
允
執
厥
中
」
と
い
う
表
現
の
「
中
」
が
、
こ
れ
で
あ
る
。



危
」（「
人
心
は
惟
れ
危
ふ
し
」）、「
道
心
惟
微
」（「
道
心
は
惟
れ
微
か
な
り
」）、

「
惟
精
惟
一
」（「
惟
れ
精
、
惟
れ
一
」）
の
三
言
を
付
け
加
え
た
。
朱
子
に
よ
れ
ば
、

「
道
心
」
と
は
「
天
命
率
性
」（
天
命
性
に
従
う
）
の
こ
と
で
あ
り
、「
惟
れ
精
、

惟
れ
一
」
と
は
「
択
善
固
執
」
と
い
う
意
味
で
、「
君
子
時
中
」
と
は
「
執
中
」

（
中
を
執
る
）
と
同
じ
意
味
で
あ
る
。「
允
執
厥
中
」
と
は
、
す
な
わ
ち
「
信
」

に
「
恰
好
の
道
理
」
を
「
執
得
」
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　
「
允
執
厥
中
」
に
堯
舜
禹
と
相
伝
さ
れ
た
「
道
統（

6
）」

が
あ
り
、
そ
こ
に
お
い

て
伝
え
ら
れ
た
「
意
」
と
い
う
の
は
、
す
な
わ
ち
「
中
」
で
あ
り
、
こ
の
「
中
」

の
意
味
は
『
中
庸
』
に
い
う
「
君
子
時
中
」
の
「
中
」
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

呂
氏
又
「
允
に
厥
の
中
を
執
れ
」
を
引
い
て
以
て
未
発
の
旨
を
明
か
せ
り
。

則
ち
程
子
の
書
を
説
け
る
や
、
固
よ
り
「
允
に
厥
の
中
を
執
れ
」
は
こ
れ

を
行
う
所
以
と
謂
え
り
。
蓋
し
其
の
謂
う
所
の
中
と
は
、
乃
ち
時
中
の
中

を
指
し
て
、
未
発
の
中
に
非
ず
（『
中
庸
或
問
』）。

　

朱
子
は
、
程
伊
川
の
説
に
従
い
、「
允
に
厥
の
中
を
執
れ
」
の
言
を
も
っ
て

「
未
発
の
中
」
の
意
味
を
説
明
し
た
呂
与
叔
（
一
〇
四
〇
〜
一
〇
九
二
）
を
批
判

し
て
、「
允
に
厥
の
中
を
執
れ
」
の
「
中
」
と
は
「
君
子
時
中
」
の
意
味
で
、

「
未
発
の
中
」
で
は
な
い
、
と
述
べ
て
い
る
。

　

以
上
、「
君
子
時
中
」
と
「
允
執
厥
中
」
に
表
さ
れ
る
実
践
倫
理
と
し
て
の

「
中
」
に
つ
い
て
述
べ
て
き
た
。
こ
の
場
合
の
「
中
」
は
、「
恰
好
の
道
理
」
で

離
れ
る
と
い
う
こ
と
も
逆
ら
う
こ
と
も
な
く
、「
中
」
に
処
す
と
い
う
実
践
理

性
の
在
り
方
で
あ
る
。
こ
の
「
中
」
は
、
す
な
わ
ち
現
実
世
界
の
多
様
な
構
造

に
応
じ
て
顕
現
す
る
万
物
万
象
の
各
々
の
理
法
・
規
範
で
あ
る
。

　

朱
子
は
、「
君
子
時
中
」
を
、『
尚
書
』
に
見
え
る
「
人
心
惟
危
、
道
心
惟
微
、

惟
精
惟
一
、
允
執
厥
中
（
人
心
は
惟
れ
危
し
、
道
心
は
惟
れ
微
か
な
り
、
惟
れ
精

惟
れ
一
、
允ま

こ
と

に
厥
の
中ち

ゅ
う

を
執と

れ
）」
の
「
執
中
」
に
対
応
さ
せ
て
い
る
。
た
と
え

ば
、「
中
庸
章
句
」
の
「
序
」
に
次
の
よ
う
な
一
文
が
あ
る
。

上
古
に
聖
神
、
天
を
継
ぎ
極
を
立
て
て
よ
り
、
道
統
の
伝
、
自
ら
来
る
こ

と
有
り
、
其
の
経
に
見
ゆ
る
の
は
、
則
ち
「
允ま

こ
とに

厥そ

の
中
を
執と

れ
」
と
は
、

堯
の
舜
に
授
け
た
所
以
な
り
、「
人
心
は
惟
れ
危
し
、
道
心
は
惟
れ
微
か

な
り
、
惟
れ
精
惟
れ
一
、
允
に
厥
の
中
を
執
れ
」
と
は
、
舜
の
禹
に
授
け

た
所
以
な
り
、
堯
の
一
言
、
至
や
、
尽
や
、
而
し
て
舜
ま
た
三
言
を
以
て

之
れ
を
益
し
た
の
は
、
則
ち
夫
の
堯
の
一
言
を
明
ら
か
に
す
る
所
以
な
り
、

必
ず
是
の
如
き
に
し
て
後
庶
幾
す
べ
き
な
り
、﹇
中
略
﹈、其
の
「
天
命
率
性
」

と
曰
う
は
、
則
ち
道
心
の
謂
い
な
り
、
其
の
「
択
善
固
執
」
は
、
則
ち
精

一
の
謂
い
な
り
、
其
の
「
君
子
時
中
」
は
、
則
ち
執
中
の
謂
い
な
り
﹇
傍

線
筆
者
﹈（『
朱
子
文
集
』
巻
六
十
七
）。

　
「
允
執
厥
中
」
と
は
、
堯
が
舜
に
授
け
た
訓お

し

え
で
あ
る
。
舜
が
そ
れ
を
禹
に

伝
え
た
と
き
、
堯
の
言
葉
の
意
味
を
明
確
に
す
る
た
め
に
、
そ
れ
に
「
人
心
惟
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（
三
）　「
中
」
の
た
め
の
修
養
工
夫

　

と
こ
ろ
で
、
継
続
し
て
「
中
」
の
状
態
を
維
持
す
る
に
は
、
一
定
の
修
養
工

夫
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
修
養
工
夫
と
し
て
、
朱
子
が
説
い
た
の
は
、「
存
養

省
察
」
や
「
敬
内
義
外
」
な
ど
の
修
養
論
で
あ
る
。

（
ア
）
存
養
と
省
察

　
「
中
・
和
」
と
「
存
養
・
省
察
」
の
関
係
に
つ
い
て
、
朱
子
は
次
の
よ
う
に

説
明
し
て
い
る
。

大
抵
、
未
発
・
已
発
は
た
だ
こ
れ
一
項
の
工
夫
な
り
、
未
発
は
固
よ
り
存

養
を
要
す
、
已
発
も
ま
た
省
察
を
要
す
、
事
に
遇
え
ば
時
々
ま
た
提
起
し

て
、
自
ら
怠
り
て
放
過
す
る
心
を
生
ず
べ
か
ら
ず
、
時
と
し
て
存
養
せ
ざ

る
こ
と
無
く
、
事
と
し
て
省
察
せ
ざ
る
こ
と
無
し
（『
朱
子
語
類
』
巻

六
十
二
）。

存
養
は
こ
れ
静
の
工
夫
な
り
、
静
な
る
時
は
こ
れ
中
な
り
、
其
の
過
不
及

無
く
、
偏
倚
す
る
所
無
き
を
以
て
な
り
、
省
察
は
こ
れ
動
の
工
夫
な
り
、

動
く
時
は
こ
れ
和
な
り
、
才わ

ず

か
に
思
う
こ
と
有
れ
ば
、
便
ち
こ
れ
動
な
り
、

発
し
て
節
に
中
り
て
乖
戻
す
る
所
無
け
れ
ば
、乃
ち
和
な
り
（『
朱
子
語
類
』

巻
六
十
二
）。

あ
り
、
そ
れ
は
、
定
体
な
く
、
そ
の
場
そ
の
場
に
応
じ
て
定
ま
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
場
合
の
「
中
」
は
、「
理
」
や
「
性
」
の
形
而
上
的
な
原
理
と
い
う
よ
り
、

プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
の
指
針
と
し
て
の
面
を
重
視
す
る
実
践
的
倫
理
で
あ
る
。

『
中
庸
』
の
「
中
」、
本も

と

は
こ
れ
過
不
及
無
き
の
中
な
り
、
大
旨
は
時
中
の

上
に
在
り
、
若
し
其
の
中
を
推
せ
ば
、
則
ち
喜
怒
哀
楽
未
だ
発
せ
ざ
る
の

中
に
自よ

り
て
「
時
中
」
の
「
中
」
と
為
る
。
未
発
の
中
は
こ
れ
体
な
り
、「
時

中
」
の
「
中
」
は
こ
れ
用
な
り
、
中
字
は
中
和
を
兼
ね
て
之
れ
を
言
う
な

り
（『
朱
子
語
類
』
巻
六
十
二
）。

　

朱
子
に
よ
れ
ば
、『
中
庸
』
が
説
く
「
中
」
は
、
そ
の
「
大
旨
」
が
「
時
中
」

に
あ
る
と
い
う
。
つ
ま
り
、『
中
庸
』
の
中
心
と
な
る
内
容
は
、「
中
」
の
実
践

倫
理
的
な
面
で
あ
る
。
し
か
し
、
さ
ら
に
推
論
す
れ
ば
、
実
は
「
時
中
」
の

「
中
」
は
「
喜
怒
哀
楽
未
発
」
の
「
中
」
を
根
源
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま

た
「
未
発
の
中
」
は
「
体
」
で
、「
時
中
」
の
「
中
」
は
「
用
」
で
あ
る
。「
時

中
」
の
「
中
」
は
「
未
発
の
中
」
を
前
提
と
す
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
朱
子
学
の
「
中
」
に
は
「
未
発
の
中
」
と
「
君
子
時
中
」
の

「
中
」
と
い
う
二
つ
の
意
味
が
含
ま
れ
る
。
両
者
を
含
め
て
「
中
和
」「
中
庸
」

と
い
う
。
朱
子
は
、「
未
発
の
中
」
に
お
い
て
「
理
」（「
天
命
」「
性
」「
道
体
」）

の
所
在
を
表
し
、「
君
子
時
中
」・「
允
執
厥
中
」
に
お
い
て
「
理
」
に
基
づ
く

実
践
倫
理
を
述
べ
た
の
で
あ
る
。



で
あ
り
、「
義
以
方
外
」
の
「
外
」
と
は
「
已
発
」
の
「
情
」
で
あ
る
。
こ
の

よ
う
に
、「
敬
」
と
「
義
」
の
対
比
、「
内
」
と
「
外
」
の
対
比
、
さ
ら
に
「
存

養
」
と
「
省
察
」
の
対
比
は
、
す
べ
て
「
未
発
」（「
中
」）
と
「
已
発
」（「
和
」）

で
捉
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
「
敬
以
直
内
」「
義
以
方
外
」
の
意
味
は
、

そ
れ
ぞ
れ
「
未
発
」
の
「
存
養
」、「
已
発
」
の
「
省
察
」
に
対
応
す
る
。

二
　「
中チ

ュ
ウ」
か
ら
「
中ナ

カ

」
へ
の
展
開

　

さ
て
、
こ
う
し
た
思
想
実
践
の
階
梯
と
し
て
の
重
層
的
な
意
義
を
持
つ
、
朱

子
の
提
唱
す
る
「
中チ

ュ
ウ」

を
、
闇
斎
は
い
か
に
理
解
し
、
ま
た
ど
の
よ
う
に
新
し

い
解
釈
を
展
開
さ
せ
た
の
か
。
次
に
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
た
い
。

　

す
で
に
谷
省
吾
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
闇
斎
の
「
中チ

ュ
ウ」

は
朱

子
学
か
ら
発
想
上
の
影
響
を
受
け
て
い
た
が
、
そ
の
神
道
研
究
を
進
め
る
に
し

た
が
っ
て
、
彼
は
神
道
に
も
「
中
」
が
あ
る
こ
と
を
発
見
し
、
神
儒
の
両
面
か

ら
そ
れ
を
把
握
し
よ
う
と
し
た（

7
）。

　

闇
斎
は
、
朱
子
学
の
概
念
と
し
て
の
「
中
」
を
、
日
本
の
天
御
中
主
神
の

「
中
」
や
、『
日
本
書
紀
』
神
代
巻
に
あ
る
「
国
中
柱
」
の
「
中
」
に
対
応
さ
せ

て
考
え
た
。
寛
文
七
年
（
一
六
六
七
）
に
編
纂
さ
れ
た
『
洪
範
全
書（

8
）』

に
は
次

の
よ
う
な
一
文
が
記
さ
れ
て
い
る
。

中
の
本
然
、
善
あ
り
て
悪
な
し
。
こ
れ
に
お
い
て
か
見あ

ら
われ

る
。
書
に
上
帝

　
「
存
養
」
は
「
静
の
工
夫
」
で
あ
り
、「
静
な
る
時
」
の
「
未
発
」
の
「
中
」

は
存
養
を
必
要
と
す
る
。「
省
察
」
は
「
動
の
工
夫
」
で
あ
り
、「
動
く
時
」
の

「
発
而
中
節
」
の
「
和
」
は
省
察
を
必
要
と
す
る
。
つ
ま
り
「
時
と
し
て
存
養

せ
ざ
る
こ
と
無
く
、
事
と
し
て
省
察
せ
ざ
る
こ
と
無
し
」
と
い
う
の
で
あ
る
。

（
イ
）
敬
と
義

　

ま
た
こ
れ
に
関
連
す
る
概
念
と
し
て
、「
敬
」
と
「
義
」
の
修
養
概
念
が
示

さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、「
中
庸
首
章
説
」
に
は
次
の
一
文
が
あ
る
。

蓋
し
敬
以
て
内
を
直
く
し
て
喜
怒
哀
楽
の
偏
倚
す
る
所
無
き
は
、
そ
の
中

を
致
す
所
以
な
り
。
義
以
て
外
を
方
に
し
て
喜
怒
哀
楽
の
各
々
其
の
正
を

得
る
は
、
夫
の
和
を
致
す
所
以
な
り
。
敬
・
義
夾
持
し
て
、
涵
養
・
省
察

し
、
其
の
戒
謹
恐
怯
を
用
い
ざ
る
所
無
し
、
こ
こ
を
以
て
、
其
の
未
発
に

当
り
て
而
も
品
節
已
に
具
わ
り
、
発
用
す
る
所
に
従
っ
て
而
も
本
体
卓
然

た
り
。
以
て
寂
然
・
感
通
の
少
し
の
間
断
す
る
こ
と
無
き
に
至
れ
ば
、
則

ち
中
・
和
我
に
在
り
て
、
天
・
人
に
間
無
し
。
而
し
て
天
地
の
位
す
る
所

以
、
万
物
の
育
す
る
所
以
は
、
其
れ
こ
れ
に
外
な
ら
ず
（『
朱
子
文
集
』
巻

六
十
七
）。

　

敬
を
以
て
内
を
直
く
す
れ
ば
、「
中
」
を
致
す
。
義
を
以
て
外
を
方
に
す
れ

ば
、「
和
」
を
致
す
と
い
う
。「
敬
以
直
内
」
の
「
内
」
と
は
「
未
発
」
の
「
性
」



山崎闇斎の「中」概念

命
之
を
性
と
謂
う
、
と
。

　

中
と
は
天
道
、
天
徳
で
あ
り
、
天
の
人
に
賦
予
し
た
性
で
あ
る
。
書
に
「
上

帝
、
衷
を
下
民
に
降
す
」、
伝
に
「
民
、
天
地
の
中
を
受
け
て
以
て
生
ず
」
と

い
う
の
は
、
す
な
わ
ち
人
の
性
が
至
善
で
あ
る
が
ゆ
え
ん
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

に
、
闇
斎
は
、「
神
聖
の
道
」
に
共
通
す
る
「
中
」
か
ら
、
彼
の
「
妙
契
」
論

を
展
開
さ
せ
て
い
く
の
で
あ
る
。

　

で
は
、
彼
は
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
プ
ロ
セ
ス
で
展
開
し
て
い
く
の
か
。
神

儒
両
面
に
わ
た
る
「
中
」
を
彼
は
ど
の
よ
う
に
把
握
す
る
の
か
。
こ
の
文
章
を

書
い
た
後
の
彼
の
研
究
活
動
（
主
に
『
垂
加
中
訓
』
お
よ
び
『
中
和
集
説
』）
か
ら
、

こ
れ
に
対
す
る
何
ら
か
の
答
え
が
得
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

（
一
）　『
垂
加
中
訓
』
の
編
纂

　
『
垂
加
中
訓
』
は
、
闇
斎
の
「
中
臣
祓
」
に
対
す
る
註
釈
の
未
定
稿
本
で
あ

る
。
谷
省
吾
に
よ
る
と
、
こ
の
稿
本
は
、
寛
文
九
年
（
一
六
六
九
）
閏
十
月

二
十
五
日
か
ら
寛
文
十
一
年
（
一
六
七
一
）
八
月
十
八
日
ま
で
の
間
に
書
か
れ

た
も
の
で
あ
る（

10
）。

ち
な
み
に
、
闇
斎
は
寛
文
九
年
（
一
六
六
九
）
九
月
の
東
遊

の
途
中
で
伊
勢
神
宮
を
参
拝
し
、
そ
の
時
大
宮
司
大
中
臣
精
長
か
ら
「
中
臣

祓
」
を
伝
授
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
闇
斎
が
「
中
臣
祓
」
を
伝

授
さ
れ
て
間
も
な
く
、
そ
れ
に
つ
い
て
の
注
釈
な
ど
の
作
業
を
始
め
た
こ
と
が

わ
か
る
。
お
そ
ら
く
「
中
臣
祓
」
の
伝
授
に
よ
っ
て
、
闇
斎
は
『
洪
範
全
書
』

の
衷
と
謂
ふ
所
、
伝
に
天
地
の
中
と
謂
ふ
所
、
す
な
わ
ち
堯
舜
禹
相
伝
の

中
、
こ
れ
な
り
。
我
が
国
天
地
の
神
を
封
じ
、
天
之
御
中
主
神
と
号
す
。

伊
弉
諾
尊
伊
弉
冊
尊
神
に
継
ぎ
国
中
柱
を
建
つ
。
二
尊
の
子
、
天
照
太
神
、

光
華
や
か
に
六
合
に
徹
し
、
大
明
天
に
中
る
如
し
。
則
ち
天
上
の
事
を
以

て
授
か
る
。
蓋
し
上
下
四
方
、
た
だ
一
理
の
み
。
故
に
神
聖
の
道
、
約
せ

ず
し
て
自
ず
か
ら
符
合
す
る
者
、
妙
な
り
や
（『
山
崎
闇
斎
全
集（

9
）』

第
三
巻
、

三
五
三
頁
）。

　

中
の
本
然
は
善
で
あ
り
、
悪
は
な
い
。
中
国
古
典
の
中
に
見
え
る
「
上
帝
の

衷
」｢

天
地
の
中｣

、
堯
舜
禹
相
伝
の
「
中
」
は
、
み
な
こ
れ
を
指
し
て
い
る
。

こ
れ
を
、
我
が
国
日
本
で
い
え
ば
、
す
な
わ
ち
天
地
の
神
で
あ
る
天
御
中
主
神

の
「
中
」、「
国
中
柱
」
の
「
中
」
で
あ
る
。
天
地
の
間
に
理
は
た
だ
一
つ
あ
る

の
み
。
そ
れ
ゆ
え
、
神
（
日
本
）
と
聖
賢
（
中
国
）
の
道
は
異
な
る
二
つ
の
も

の
で
は
な
く
、
両
者
は
「
約
せ
ず
し
て
自
ら
符
合
す
る
」
の
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、「
上
帝
の
衷
」「
天
地
の
中
」
に
つ
い
て
、『
中
庸
輯
略
』
で
は

次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

一
本
に
云
ふ
、
中
は
、
天
道
な
り
、
天
徳
な
り
。
降
っ
て
人
に
在
り
。
人

稟
け
て
こ
れ
を
受
く
。
是
れ
こ
れ
を
性
と
謂
う
。
書
に
曰
く
、
惟
れ
皇
な

る
上
帝
、
衷
を
下
民
に
降
す
、
と
。
伝
に
曰
く
、
民
、
天
地
の
中
を
受
け

て
以
て
生
ず
、
と
。
此
れ
人
の
性
の
必
善
な
る
所
以
。
故
に
曰
く
、
天
の



い
う
天
照
大
神
の
託
宣
に
よ
っ
て
中
の
訓
え
を
闡
明
す
る
も
の
で
あ
る
。
闇
斎

は
伊
勢
で
伝
授
さ
れ
た
「
中
臣
祓
」
の
中
心
思
想
を
、
神
が
垂
れ
加
え
た
「
中な

か

の
訓お

し

え
」
と
捉
え
て
い
る
。

　

な
お
、
闇
斎
が
こ
こ
で
こ
と
さ
ら
に
和
歌
を
も
っ
て
こ
れ
を
表
現
し
た
こ
と

は
意
義
深
い
こ
と
で
あ
る
。
周
知
の
ご
と
く
、
彼
は
数
多
く
の
漢
詩
を
残
し
て

い
る
が
、
和
歌
を
詠
む
こ
と
は
少
な
か
っ
た
。
で
は
、
こ
こ
で
彼
が
あ
え
て
和

歌
を
も
っ
て
表
現
し
よ
う
と
し
た
理
由
は
、
何
な
の
か
。
こ
れ
は
、
お
そ
ら
く

吉
川
惟
足
か
ら
影
響
を
受
け
た
か
ら
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
江
戸
時
代
の
吉
川
流

神
道
が
平
安
以
来
の
和
歌
思
想
を
多
分
に
含
ん
で
い
る
こ
と
は
、
す
で
に
錦
仁

に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
吉
川
惟
足
は
四
代
弘
前
藩
主
・
津
軽
信
政

（
一
六
四
六
〜
一
七
一
〇
）
に
招
か
れ
、『
古
今
和
歌
集
』
仮
名
序
な
ど
の
和
歌

思
想
に
つ
い
て
講
義
し
た
こ
と
が
あ
る（

13
）。

錦
氏
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
吉
川
流
神

道
で
は
、
神
と
人
と
を
取
り
持
つ
仕
組
み
と
し
て
和
歌
が
構
想
さ
れ
て
お
り
、

和
歌
は
神
か
ら
人
へ
受
け
渡
さ
れ
る
表
現
の
器
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
闇
斎
も
惟

足
か
ら
こ
う
い
っ
た
和
歌
思
想
の
影
響
を
受
け
て
、
和
歌
を
も
っ
て
神
に
よ
る

「
た
れ
く
わ
へ
ぬ
る
な
か
の
を
し
へ
」
を
表
現
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
闇
斎
が
「
中
臣
祓
」
の
本
旨
を
「
な
か
の
お
し
へ
」

（
中
の
訓
え
）
と
考
え
た
こ
と
が
わ
か
る
。
彼
は
、
朱
子
学
に
啓
発
さ
れ
つ
つ
、

「
中
」
を
「
チ
ュ
ウ
」
か
ら
「
ナ
カ
」
へ
と
展
開
さ
せ
、
神
道
に
お
け
る
「
中ナ

カ

」

論
を
構
築
し
、
さ
ら
に
こ
の
概
念
か
ら
儒
教
と
神
道
の
結
合
点
（
妙
契
）
を
発

見
し
た
、
と
考
え
ら
れ
る
。

で
指
摘
し
た
「
神
聖
の
道
、
約
せ
ず
し
て
自
ず
か
ら
符
合
す
る
者
、
妙
な
り

や
」
と
い
う
考
え
を
さ
ら
に
深
化
さ
せ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
、
彼
は

『
垂
加
中
訓
』
の
編
述
を
通
し
て
、
神
道
に
お
け
る
「
中
」
の
意
味
を
掘
り
下

げ
よ
う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う（

11
）。

　
『
垂
加
中
訓
』
の
「
垂
加
」
の
二
字
は
、『
造
伊
勢
二
所
太
神
宮
宝
基
本
記
』

『
伊
勢
二
所
皇
太
神
宮
御
鎮
座
伝
記
』
お
よ
び
『
倭
姫
命
世
記
』
に
見
え
る
天

照
大
神
の
御
託
宣
「
神
垂
以
二

祈
祷
一

為
二

先
一

、
冥
加
以
二

正
直
一

為
二

本
一

」
に
由

来
す
る
。
こ
の
稿
本
の
内
題
に
傍
書
さ
れ
た
和
歌
「
わ
す
れ
し
な
高
天
原
に
神

ま
し
て
た
れ
く
は
へ
ぬ
る
な
か
の
を
し
へ
を
」（
傍
線
筆
者
）
に
従
え
ば
、『
垂

加
中
訓
』
の
「
中
訓
」
の
二
字
は
、「
な
か
の
を
し
へ
」
と
訓
む（

12
）。「

垂
加
中

訓
」
と
い
う
の
は
、
す
な
わ
ち
「
神
垂
以
祈
祷
為
先
、
冥
加
以
正
直
為
本
」
と

図 1　『垂加中訓』稿本
出典：谷省吾『垂加神道の成立と展開』115 頁より。
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天
命
の
性
、
人
心
に
具
わ
る
。
故
に
心
を
存
し
性
を
養
ひ
、
天
に
事つ

か

へ
る

所
以
な
り
。
而
し
て
存
養
の
要
、
他
に
無
く
、
敬
の
み
。﹇
中
略
﹈
孟
子

の
云
ふ
、
恭
敬
の
心
、
礼
な
り
。
天
人
妙
合
の
理
、
此
の
如
き
、
位
育
の

功
は
敬
に
在
る
は
、
ま
た
宜う

べ

な
ら
ず
や
。
周
子
、
中
を
以
て
礼
と
為
し
和

と
為
す
。
程
子
、
中
和
を
論
ず
る
は
必
ず
敬
を
以
て
言
と
為
す
。
先
生
、

此
れ
を
挙
げ
て
人
に
示
す
の
は
、
其
の
指
﹇
旨
﹈
深
し
﹇
傍
線
筆
者
﹈（『
闇

斎
全
集
』
第
二
巻
、
四
一
〇
頁
）。

　

前
述
し
た
よ
う
に
、
朱
子
の
理
解
で
は
、「
中
」
に
は
「
未
発
の
中
」
と

「
君
子
時
中
」
と
い
う
二
つ
の
意
味
が
含
ま
れ
る
。
前
者
が
天
命
の
性
で
あ
り

道
の
体
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
後
者
は
「
恰
好
の
道
理
」
で
あ
り
理
に
基
づ
く

徳
行
の
実
践
で
あ
る
。
朱
子
の
「
中
」
は
、
存
在
論
的
と
実
践
論
的
な
面
の
両

方
を
兼
ね
る
概
念
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
「
中
」
を
守
る
に
は
、「
敬
内
義

外
」
や
「
存
養
省
察
」
な
ど
の
修
養
工
夫
を
行
な
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

一
方
、「
存
養
の
要
、
他
に
無
く
、
敬
の
み
」「
位
育
の
功
は
敬
に
在
る
は
、

ま
た
宜う

べ

な
ら
ず
や
」「
程
子
、
中
和
を
論
ず
る
は
必
ず
敬
を
以
て
言
と
為
す
」

と
い
う
こ
と
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
こ
こ
で
闇
斎
は
、「
中
」
の
理
論
的
意
味

よ
り
、
修
養
工
夫
と
し
て
の
「
敬
」
を
強
調
し
て
い
る
。

　

闇
斎
は
、『
中
和
集
説
』
で
は
朱
子
の
「
中
和
」
に
対
す
る
論
説
を
抄
出
す

る
の
み
で
、
自
分
の
見
解
を
加
え
て
い
な
い
た
め
、
彼
自
身
の
「
中
」
に
対
す

る
考
え
を
窺
う
こ
と
は
難
し
い
。
し
か
し
、
そ
の
「
序
」
を
見
れ
ば
、
少
な
く

（
二
）　『
中
和
集
説
』
の
編
纂

　
『
中
和
集
説
』
は
、
闇
斎
が
「
中
和
」
お
よ
び
「
性
情
」
な
ど
の
概
念
に
関

す
る
朱
子
の
語
三
十
条
を
『
語
類
』『
文
集
』
か
ら
抄
出
し
た
も
の
で
あ
る
。

そ
の
編
纂
を
始
め
た
の
は
寛
文
十
二
年
（
一
六
七
二
）
で
、
す
な
わ
ち
『
垂
加

中
訓
』
を
完
成
し
た
、
次
の
年
で
あ
る
。

　

す
で
に
谷
省
吾
の
指
摘
が
あ
っ
た
よ
う
に
、「
神
道
学
の
世
界
で
中
臣
祓
を

考
へ
、
天
御
中
主
尊
の
神
徳
を
考
へ
て
ゐ
る
と
き
、
こ
の
朱
子
に
よ
る
「
中
」

の
理
解
と
同
じ
も
の
が
、
つ
ね
に
思
索
の
根
底
に
あ
っ
た
に
違
ひ
な
か
っ
た
。

神
道
研
究
に
お
け
る
重
要
な
深
化
、
前
進
の
時
期
に
際
会
し
て
ゐ
た
闇
斎
が
、

丁
度
そ
の
時
期
に
『
中
和
集
説
』
を
編
し
た
こ
と
は
、
決
し
て
偶
然
で
は
な

か
っ
た
は
ず
で
あ
る（

14
）」。

　

闇
斎
は
朱
子
の
「
中
和
」
説
を
受
け
継
ぎ
、
天
命
の
性
は
体
用
・
動
静
を
合

わ
せ
て
い
う
も
の
だ
と
し
て
い
る
。
そ
の
う
え
で
、「
未
発
の
中
」
は
天
命
の

性
の
「
体
の
静
」
で
、「
発
し
て
節
に
中
る
」
を
天
命
の
性
の
「
用
の
動
」
だ

と
解
し
、「
中
」
の
道
に
は
「
天
人
妙
合
」
の
理
が
体
現
さ
れ
る
と
考
え
て
い

る
。
た
と
え
ば
、
彼
は
「
中
和
集
説
序
」
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

薛
敬
軒
曰
く
、
中
庸
序
、
要
領
は
天
命
の
性
と
謂
う
所
な
り
。
一
書
の
理

は
是
れ
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
亦
要
領
を
知
る
者
と
も
謂
う
べ
し
。
夫
れ
天

命
の
性
、
体
用
動
静
を
合
し
て
言
え
り
。
未
発
の
中
、
其
の
体
の
静
な
り
、

節
に
中
る
和
、
其
の
用
の
動
な
り
。
斯
の
義
、
至
精
至
密
。﹇
中
略
﹈
夫
れ
、



を
包
む
。
御
は
尊
辞
、
中
は
す
な
わ
ち
天
地
の
中
﹇
傍
線
筆
者
﹈、
主
は

す
な
わ
ち
主
宰
の
謂
い
、
尊
は
貴
の
至
り
の
称
、
お
よ
そ
上
下
大
小
の
神
、

み
な
此
の
尊
の
化
す
る
所
な
り
（『
闇
斎
全
集
』
第
一
巻
、
七
八
頁
）。

　

天
御
中
主
尊
は
「
天
地
の
神
」
で
あ
る
。「
天
之
御
中
尊
」
の
「
御
」
は
尊

称
で
、「
中
」
は
「
天
地
の
中
」、「
主
」
は
「
主
宰
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

天
地
の
間
に
存
在
す
る
「
上
下
大
小
の
神
」
は
、
す
べ
て
こ
の
神
の
化
し
た
も

の
で
あ
る
。

　

こ
の
「
天
地
の
中
」
の
「
中
」
と
は
、「
善
あ
り
悪
な
し
」（
前
掲
『
洪
範
全

書
』）
の
「
自
然
の
理
」
や
「
天
命
の
性
」
な
ど
の
表
現
に
あ
た
る
。
天
御
中

主
尊
は
、「
明
理
の
本
源（
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）」

と
し
て
「
中
」
の
理
を
表
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

そ
の
他
、「
国
中
柱
」
や
「
葦
原
中
国
」
な
ど
の
表
現
も
、
神
国
日
本
に
遍

在
す
る
「
中
」
の
理
を
表
し
て
い
る
。
ま
た
こ
れ
に
つ
い
て
、
た
と
え
ば
「
会

津
風
土
記
序
」
に
は
次
の
よ
う
な
一
文
が
記
さ
れ
て
い
る
。

自
ず
か
ら
天
地
が
有
る
よ
り
則
ち
我
が
神
国
が
あ
る
。
し
か
も
伊
弉
諾
尊

伊
弉
冊
尊
神
に
継
ぎ
、国
中
柱
を
建
ち
大
八
洲
と
為
し
、諸
子
を
任
し
各
々

此
の
境
が
有
る
。﹇
中
略
﹈
日
神
皇
孫
瓊
瓊
杵
尊
を
以
て
此
の
国
の
主
と

為
し
、
豊
葦
原
中
国
と
称
し
て
曰
う
。
豊
葦
と
は
、
葦
芽
の
発
生
の
盛
な

り
。
中な

か
つ
く
に国

と
は
、天
地
の
中
に
当
り
、日
月
正
直
の
頂
を
照
ら
す
な
り
﹇
傍

線
筆
者
﹈（『
闇
斎
全
集
』
第
一
巻
、
七
二
頁
）。

と
も
闇
斎
は
、「
中
」
を
守
る
た
め
の
修
養
工
夫
の
方
に
力
点
を
置
い
て
い
る
、

と
考
え
ら
れ
る
。
闇
斎
の
こ
の
よ
う
な
「
敬
」
中
心
の
「
中
」
理
解
は
、
彼
の

神
道
思
想
に
も
表
れ
て
い
る（

15
）。

　

以
上
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
闇
斎
は
、
儒
教
と
神
道
の
両
面
か
ら
「
中
」
に

関
心
を
示
し
、
中
国
に
お
け
る
『
中
庸
』
の
「
中
」（
チ
ュ
ウ
）
が
実
は
日
本

に
も
あ
り
、
そ
れ
が
す
な
わ
ち
、「
中
臣
祓
」
の
「
中
」（
ナ
カ
）
で
あ
る
、
と

主
張
し
て
い
る
。

　

で
は
、
闇
斎
の
提
唱
す
る
神
道
論
概
念
と
し
て
の
「
中
」
は
、
具
体
的
に
ど

う
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
か
。
次
に
、
闇
斎
に
よ
っ
て
展
開
さ
れ
た
「
中
」（
ナ

カ
）
の
意
義
付
け
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
る
。

三
　
闇
斎
に
よ
る
「
中ナ

カ

」
の
神
道
論

　

闇
斎
は
、
吉
田
神
道
の
伝
統
を
受
け
継
ぎ
、『
日
本
書
紀
』
神
代
巻
に
登
場

す
る
第
一
代
の
神
「
国
常
立
尊
」
を
存
在
の
本
源
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ

の
神
を
「
天
御
中
主
尊
」
の
同
体
異
名
の
神
と
し
て
理
解
し
た
。「
天
御
中
主

尊
」
に
つ
い
て
、
闇
斎
は
、
寛
文
十
二
年
（
一
六
七
三
）
に
保
科
正
之
の
依
頼

に
よ
っ
て
書
い
た
「
会
津
神
社
志（
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）」

の
序
文
の
中
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い

る
。

我
が
倭
、
天
地
の
神
を
封
じ
、
天
御
中
主
尊
と
号
す
。
天
を
挙
げ
以
て
地
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「
君
上
に
在
り
て
下
を
治
め
、
臣
下
に
在
り
て
上
を
奉
る
」
と
い
う
「
君
臣
合

体
し
て
中
を
守
る
の
道
」
で
あ
る
。「
中
臣
祓
」
の
本
旨
は
す
な
わ
ち
、
こ
の

よ
う
な
「
君
臣
合
体
し
て
中
を
守
る
の
道
」
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、「
天
御
中

主
尊
」
が
「
君
臣
の
両
祖
」
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

神
風
和
記
に
曰
う
、
聖
徳
太
子
云
ふ
、
国
常
立
尊
が
帝
王
の
元
祖
と
為
り
、

天
御
中
主
尊
が
君
臣
の
両
祖
と
為
る
。
嘉
謂
ふ
、
国
常
立
尊
、
天
御
中
主

尊
、
同
体
異
名
な
り
。
然
る
に
国
の
立
つ
所
以
は
、
則
ち
帝
王
の
任
な
り
、

故
に
帝
王
の
元
祖
と
為
る
。
日
本
紀
、
国
常
立
尊
を
首
と
為
す
の
は
、
此

の
義
な
り
。中
は
君
臣
相
守
る
の
道
な
り
、故
に
君
臣
の
両
祖
と
為
る（『
闇

斎
全
集
』
第
五
巻
、
三
六
四
頁
）。

　
『
神
風
和
記
』（『
豊
葦
原
神
風
和
記
』、
慈
遍
〔
鎌
倉
末
期
か
ら
南
北
朝
時
代
の

天
台
宗
の
学
僧
、
生
没
年
不
詳
〕
著
）
に
、
国
常
立
尊
が
帝
王
の
元
祖
で
、
天
御

中
主
尊
が
君
臣
の
両
祖
で
あ
る
と
い
う
聖
徳
太
子
の
言
葉
が
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
、
闇
斎
は
、
国
常
立
尊
と
天
御
中
主
尊
と
は
同
体
異
名
の
神
で

あ
り
、
国
常
立
尊
が
帝
王
の
任
を
示
し
、
天
御
中
主
尊
が
「
君
臣
の
相
守
る
」

と
い
う
「
中
」
の
道
を
体
現
す
る
、
と
解
釈
し
て
い
る
。

　

続
い
て
、「
中
臣
祓
」
の
「
中
臣
」
の
意
味
に
つ
い
て
、
彼
は
次
の
よ
う
に

述
べ
て
い
る
。

　

こ
こ
で
、
闇
斎
は
お
そ
ら
く
、
朱
子
が
「
中
庸
章
句
序
」
で
「
蓋
上
古
聖
神

継
天
立
極
、
而
道
統
之
傳
有
自
来
矣
」（
け
だ
し
上
古
聖
神
天
に
継
ぎ
極
を
立
ち
て
、

道
統
の
伝
そ
れ
よ
り
来
た
る
）
と
い
う
の
を
受
け
て
、
神
国
日
本
の
形
成
を
「
伊

弉
諾
尊
伊
弉
冊
尊
神
に
継
ぎ
、
国
中
柱
を
建
ち
大
八
洲
と
為
」
す
と
い
っ
た
の

で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
豊と

よ

葦あ
し
は
ら原

中の
な
か
つ
く
に

国
の
「
豊
葦
原
」
を
「
葦
芽
の
発
生
の
盛
」、

「
中な

か
つ
く
に国

」
を
「
天
地
の
中
に
当
り
、
日
月
正
直
の
頂
を
照
ら
す
な
り
」
の
意
味

で
捉
え
て
い
る
。
儒
教
で
い
う
「
中
」
が
日
本
に
も
存
在
し
て
お
り
、
そ
れ
が

す
な
わ
ち
神
国
の
「
国
中
柱
」
の
「
中
」
で
あ
り
、
皇
国
の
「
豊
葦
原
中
国
」

の
「
中
」
で
あ
る
、
と
主
張
し
て
い
る
。

　
「
中
臣
祓
」
と
は
、
す
な
わ
ち
こ
の
「
中
」
の
理
を
伝
え
る
神
道
の
経
典
で

あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
闇
斎
は
彼
の
晩
年
の
大
著
と
い
わ
れ
る
『
中
臣
祓
風

水
草
』
の
な
か
で
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

嘉
こ
れ
を
聞
く
。
中
は
天
御
中
主
尊
の
中
、
此
れ
が
君
臣
の
徳
を
為
す
。

此
の
祓
﹇「
中
臣
祓
」：
筆
者
注
﹈
は
君
上
に
在
り
て
下
を
治
め
、
臣
下
に

在
り
て
上
を
奉
る
を
述
べ
る
に
し
て
、
君
臣
祓
と
号
し
な
い
の
が
、
そ
の

徳
を
以
て
君
を
称
え
、
し
か
し
て
君
臣
合
体
し
て
中
を
守
る
の
道
を
表
し
、

以
て
中
臣
祓
と
号
す
る
も
の
な
り
（『
闇
斎
全
集
』
第
五
巻
、
三
六
四
頁
）。

　
「
天
御
中
主
尊
」
の
「
中
」
は
、
存
在
の
根
源
と
な
る
天
命
の
性
（「
天
地
の

中
」）
で
あ
り
な
が
ら
、「
君
臣
の
徳
」
も
体
現
し
て
い
る
。「
君
臣
の
徳
」
と
は
、



に
つ
い
て
、
そ
の
理
由
は
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
。

　

と
こ
ろ
で
、
す
で
に
高
島
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
よ
う

な
闇
斎
の
「
中
」
解
釈
は
、
彼
自
身
の
独
自
の
発
想
で
は
な
く
、
中
世
神
道
の

伝
統
の
上
に
立
つ
も
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
忌
部
正
通
の
『
神
代
巻
口
訣
』

に
「
神
道
は
、
中
を
貴
ぶ
こ
と
を
以
て
要
と
為
す
。
是
れ
禊
の
最
初
な
り
」
と

述
べ
ら
れ
、
吉
田
兼
倶
の
『
日
本
書
紀
神
代
巻
抄
』
に
も
「
神
道
に
は
中
を
以

て
元
と
す
、
是
故
に
祓
を
中
臣
祓
と
云
も
是
よ
り
の
い
わ
れ
也
。
仏
法
に
は
中

道
の
法
門
を
以
て
、
仏
智
の
本
理
と
し
、
儒
道
に
は
、
中
庸
の
道
を
以
て
、
聖

人
の
至
徳
と
す
」
と
あ
る
。
ま
た
兼
倶
（
一
四
三
五
〜
一
五
一
一
）
も
そ
の
著

作
『
中
臣
祓
抄
』
で
「
中
臣
は
、
祓
の
名
也
。
仏
法
云
二

中
道
一

、
儒
道
云
二

中

庸
一

、
神
道
亦
尊
レ

中
と
も
、
中
字
の
心
か
わ
る
ぞ
。
中
は
、
あ
た
る
也
。
臣
は
、

我
也
。
祓
す
れ
ば
、
我
に
あ
た
る
の
心
な
り
」
と
、「
中
臣
祓
」
を
解
釈
し
て

い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
神
道
に
お
け
る
「
中
」
の
重
要
性
と
い
う
問
題
は
従
来

扱
わ
れ
て
い
る
が
、
吉
田
兼
倶
に
い
た
っ
て
、
神
道
の
い
う
「
中
」
は
、
仏
道

の
「
中
」
と
も
儒
道
の
「
中
」
と
も
異
な
る
「
あ
た
る
」
と
い
う
意
味
に
な
り
、

「
中
臣
」
は
「
我
に
あ
た
る
」
と
い
う
意
味
に
な
っ
た
の
で
あ
る（

18
）。

　

こ
う
い
っ
た
「
中
」
解
釈
の
伝
統
に
立
っ
て
、
闇
斎
は
「
中
」
の
意
味
を
、

君
臣
と
も
に
従
う
べ
き
理
法
と
し
て
の
「
君
臣
合
体
し
て
中
を
守
る
の
道
」

「
君
臣
相
守
る
の
道
」
と
規
定
し
た
。
こ
の
「
中
」
は
、
兼
倶
の
い
う
よ
う
な

意
味
か
ら
離
れ
て
、「
君
臣
」
の
関
係
で
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
闇
斎
の
「
中
」

解
釈
の
特
徴
は
ま
さ
に
こ
こ
に
あ
る
。
こ
れ
は
お
そ
ら
く
、
朱
子
が
「
君
子
時

卜
部
抄
に
曰
ふ
、
ト
ミ
は
富

也
、
口
伝
に
云
ふ
、
君
が
中

に
し
て
則
ち
臣
が
富
む
の
義
、

故
に
諸
臣
の
臣
独
り
中
臣
の

臣
、
富
と
訓
ず
る
也
。
嘉
謂

ふ
、
此
の
説
信
ず
る
べ
か
ら

ず
、
中
臣
ナ
カ
ツ
ヲ
ミ
也
、

ナ
カ
ツ
ヲ
ム
也
、
ナ
カ
は
中

の
訓
﹇
傍
線
筆
者
﹈、
ツ
は

語
辞
、
ヲ
ミ
、
ヲ
ム
は
皆
臣

の
訓
、
ミ
ム
は
唇
の
音
と
同

ず
、
ト
ミ
、
ト
ム
皆
ナ
カ
ツ

ヲ
ミ
ナ
カ
ツ
オ
ム
の
略
語
、

ツ
ヲ
の
反
ト
な
り
（『
闇
斎
全
集
』
第
五
巻
、
三
六
四
〜
三
六
五
頁
）。

　

闇
斎
は
、
ま
た
「
口
伝
」
の
「
臣
」（
ト
ミ
）
を
「
富
」
と
す
る
「
卜
部
抄
」

や
吉
田
神
道
の
解
釈
が
間
違
い
で
あ
る
と
批
判
し
て
、「
中
臣
」
を
「
ナ
カ
ツ

ヲ
ミ
」「
ナ
カ
ツ
オ
ム
」
と
読
む
べ
き
と
し
、「
ナ
カ
」
は
「
中
」
の
訓
で
、

「
ヲ
ミ
」「
ヲ
ム
」
は
「
臣
」
の
訓
で
あ
る
と
訂
正
し
た
。
ち
な
み
に
、「
中
臣
」

と
い
っ
て
「
君
臣
」
と
い
わ
な
い
の
は
、
君
の
「
そ
の
徳
を
以
て
君
と
称
す
」

た
め
で
あ
る
と
い
う
。
し
か
し
、
な
ぜ
「
君
」
だ
け
が
置
き
換
え
ら
れ
た
の
か

天御中主尊の
「君臣合体守中之道」

君の道

臣の道

天照大御神の道

猿田彦尊の道

図２　日本における「中」の道
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に
あ
る
「
中
」
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
、
朱
子
学
か
ら
学
ん
だ
知
識
と
連
関
し

て
「
中
」
の
意
味
を
、
天
地
の
神
で
あ
る
「
天
御
中
主
尊
」
と
し
て
把
握
し
た
。

「
天
御
中
主
尊
」
の
「
中
」
は
「
天
地
の
中
」
で
あ
り
、「
未
発
の
中
」
に
相
当

す
る
自
然
の
原
理
を
表
し
て
い
る
。
そ
し
て
、「
君
子
時
中
」
に
相
当
す
る

「
君
臣
合
体
守
中
之
道
」
が
、
神
道
経
典
の
「
中
臣
祓
」
に
よ
っ
て
示
さ
れ
て

い
る
。
天
御
中
主
尊
は
宗
源
の
神
と
し
て
普
遍
的
な
道
理
の
「
中
」
を
体
現
す

る
。
そ
れ
に
対
し
て
、『
中
庸
』
の
中
心
的
意
味
が
「
君
子
時
中
」
に
あ
る
の

と
同
じ
よ
う
に
、「
中
臣
祓
」
で
示
さ
れ
る
「
中
」
の
中
心
的
意
味
も
「
君
臣

合
体
守
中
之
道
」
に
あ
る
。
ま
た
こ
の
場
合
、「
敬
」（
ツ
ツ
シ
ミ
）
が
必
要
で

あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
闇
斎
の
「
中
」
概
念
の
基
本
的
構
成
は
、
む
し
ろ
こ
う
い
っ

た
神
儒
の
対
応
関
係
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
神
道
の
「
中ナ

カ

」
概
念
は
儒
教
の

概
念
（
闇
斎
の
理
解
し
た
「
チ
ュ
ウ
」
概
念
）
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
が
、
神
道

に
お
け
る
「
中
」
の
発
見
は
、
同
時
に
彼
に
「
神
儒
妙
契
」
に
つ
い
て
確
信
を

抱
か
せ
る
証
拠
を
提
示
し
た
。
儒
教
に
お
い
て
「
中
」
が
重
要
な
教
え
で
あ
る

よ
う
に
、
神
道
に
あ
っ
て
も
「
中
」
は
神
よ
り
「
た
れ
く
わ
へ
」
た
重
要
な
教

え
で
あ
る
。

　
「
中
」
に
よ
っ
て
体
現
さ
れ
る
道
は
、
儒
教
の
み
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
神

道
に
も
あ
る
。
儒
教
に
お
い
て
は
「
未
発
の
中
」
や
「
君
子
時
中
」
と
表
現
さ

れ
る
が
、
神
道
で
は
「
天
御
中
主
尊
」（
神
格
・
神
号
）
に
よ
っ
て
表
さ
れ
る
。

ま
た
、「
中
」
の
意
を
伝
え
る
経
典
と
し
て
、
儒
教
（
聖
賢
の
道
）
に
は
『
中

中
」
を
『
中
庸
』
の
中
心
的
意
味
に
据
え
た
こ
と
に
影
響
を
受
け
た
か
ら
で
あ

ろ
う
。「
中
庸
章
句
序
」
に
見
え
る
朱
子
の
「
自
是
以
来
、
聖
聖
相
傳
、
若
成

湯
、
文
、
武
之
為
君
、
皋
陶
、
伊
、
傳
、
周
、
召
之
為
臣
、
既
皆
以
此
而
接
夫

道
統
之
傳
」
の
よ
う
に
、
君
と
な
る
者
、
臣
と
な
る
者
は
皆
「
允
執
厥
中
」

（「
君
子
時
中
」）
を
も
っ
て
堯
舜
禹
か
ら
「
聖
聖
相
伝
」
さ
れ
た
道
統
の
伝
を
受

け
継
ぐ
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
「
中
」
の
道
は
、「
君
」
と
な
る
者
と
「
臣
」

と
な
る
者
が
と
も
に
履
行
す
る
も
の
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
闇
斎
は
、
朱
子
の
こ

の
言
説
に
啓
発
さ
れ
、
日
本
の
「
中
」
の
道
を
「
君
臣
」
関
係
で
把
握
し
、
そ

れ
を
「
君
臣
合
体
し
て
中
を
守
る
の
道
」「
君
臣
相
守
る
の
道
」
と
捉
え
た
の

で
あ
ろ
う
。

お
わ
り
に

　

以
上
、
朱
子
学
と
比
較
し
な
が
ら
、
闇
斎
の
「
中
」
概
念
に
つ
い
て
論
じ
て

み
た
。
闇
斎
は
、「
中
」
の
意
味
を
、
超
自
然
的
な
概
念
と
し
て
の
「
未
発
の

中
」
な
ら
び
に
、
実
践
倫
理
的
概
念
と
し
て
の
「
君
子
時
中
」
の
「
中
」
と
捉

え
て
お
り
、
そ
し
て
、
継
続
し
て
「
中
」
の
状
態
で
い
る
に
は
、「
敬
」
が
修

養
工
夫
と
し
て
欠
か
せ
な
い
と
考
え
て
い
る
。
彼
は
基
本
的
に
朱
子
の
理
解
を

受
け
継
い
で
い
る
、
と
い
え
る
。
こ
れ
ら
は
、
彼
が
朱
子
の
語
を
抄
出
し
た

『
中
和
集
説
』
か
ら
も
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。

　

一
方
、
神
道
の
面
に
お
い
て
は
、
闇
斎
は
中
世
神
道
の
伝
統
に
立
ち
、
日
本



庸
』、
神
道
（
神
の
道
）
に
は
「
中
臣
祓
」
が
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
表
現
が
異
な

る
と
し
て
も
、
そ
の
根
本
に
あ
る
理
は
一
致
し
て
い
る
。
こ
う
し
て
、
闇
斎
は

神
儒
「
妙
契
」
観
に
基
づ
い
て
「
中
」
概
念
を
「
チ
ュ
ウ
」
か
ら
「
ナ
カ
」
へ

と
展
開
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

註（
1
）　

た
と
え
ば
、『
朱
子
語
類
』
に
次
の
よ
う
な
言
葉
が
あ
る
。「
中
、
庸
只
是
一
事
、
就

那
頭
看
是
中
、
就
這
頭
看
是
庸
」（「
中
、
庸
は
同
じ
事
で
あ
り
、
あ
ち
ら
か
ら
見
る
と

中
で
あ
る
が
、
こ
ち
ら
か
ら
見
れ
ば
庸
で
あ
る
」『
朱
子
語
類
』
巻
六
十
二
）。
ま
た
、

朱
子
は
、
門
人
の
「
中
庸
二
字
ど
っ
ち
が
重
い
」
と
い
う
質
問
に
対
し
て
、「
庸
是
定
理
、

有
中
而
後
有
庸
」（「
庸
は
定
理
で
あ
り
、
ま
ず
中
が
有
っ
て
、
そ
の
後
庸
が
有
る
」『
朱

子
語
類
』
巻
六
十
二
）
と
答
え
た
。

（
2
）　

闇
斎
の
思
想
に
お
け
る
「
中
」
の
重
要
性
に
つ
い
て
は
、す
で
に
谷
省
吾
や
高
島
元
洋
、

田
尻
祐
一
郎
な
ど
、
多
く
の
先
学
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
谷
氏
は
、

「『
垂
加
中
訓
』
と
『
風
水
草
』
の
間
」（『
神
道
史
研
究
』
三
十
（
四
）、
一
九
八
二
年
、

神
道
史
学
会
、後
に
同
著
の
『
垂
加
神
道
の
成
立
と
展
開
』
に
所
収
）
を
著
し
て
い
る
が
、

そ
の
な
か
で
「
中
臣
祓
」
の
注
釈
書
で
あ
る
『
垂
加
中
訓
』
と
『
中
臣
祓
風
水
草
』
の

両
書
を
比
較
し
な
が
ら
、
闇
斎
の
「
中
臣
祓
」
に
対
す
る
考
え
の
転
換
や
変
容
に
つ
い

て
検
討
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
な
か
で
、
闇
斎
の
「
中
」
へ
の
関
心
や
朱
子
学
か

ら
の
影
響
を
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
、
高
島
氏
は
、
そ
の
著
書
『
山
崎
闇
斎
＊
日
本
朱

子
学
と
垂
加
神
道
』（
ぺ
り
か
ん
社
、
一
九
九
二
年
）
で
「
闇
斎
学
の
修
養
解
釈
」
と
い

う
一
章
を
設
け
て
、
朱
子
学
の
「
中
」
と
闇
斎
学
の
「
敬
」
を
修
養
論
の
観
点
か
ら
分

析
し
た
。
さ
ら
に
、
田
尻
氏
は
闇
斎
の
「
サ
ル
タ
ヒ
コ
」
解
釈
と
「
中
」
と
の
関
係
に

つ
い
て
言
及
し
て
お
り
、「「
中
」
を
守
る
こ
と
の
典
型
と
し
て
闇
斎
が
考
え
る
の
は
、

儒教（中）

『中庸』

「君子時中」
「允に厥の中を執れ」

「上帝の衷」「天地の中」
「未発の中」

神道（中）

『中臣祓』

君臣合体して守る「中」

天御中主神
国中柱、葦原中国

チュウ ナカ

妙契

図 3　「中」の神儒「妙契」



山崎闇斎の「中」概念

（
10
）　

谷
省
吾
、
前
掲
書
、
一
一
四
頁
。

（
11
）　
『
垂
加
中
訓
』
は
未
定
稿
本
で
、
そ
の
後
の
神
道
大
著
『
中
臣
祓
風
水
草
』
に
現
れ
る

神
道
論
説
と
異
な
る
も
の
も
あ
る
が
、
闇
斎
の
神
道
思
想
の
形
成
過
程
に
お
け
る
一
つ

の
重
要
な
段
階
で
あ
り
、
闇
斎
思
想
を
理
解
す
る
の
に
重
要
な
資
料
で
あ
る
と
思
わ
れ

る
。
な
お
、『
垂
加
中
訓
』
に
対
す
る
本
稿
の
論
述
は
谷
省
吾
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
き
い
。

（
12
）　

谷
省
吾
、
前
掲
書
、
一
一
六
〜
一
一
七
頁
。

（
13
）　

錦
仁
「
和
歌
は
な
ぜ
〈
声
〉
な
の
か
―
―
『
古
今
和
歌
集
』
仮
名
序
か
ら
」（
阿
部
泰

郎
・
錦
仁
編
『
聖
な
る
声
―
―
和
歌
に
ひ
そ
む
力
』
三
弥
井
書
店
、
二
〇
一
一
年
）

四
七
頁
。

（
14
）　

谷
省
吾
、
前
掲
書
、
一
三
九
頁
。

（
15
）　

こ
の
こ
と
は
、「
敬
」（
ツ
ツ
シ
ミ
）
の
体
現
者
「
猿
田
彦
神
」
を
「
中
」
の
典
型
的

実
践
者
と
す
る
闇
斎
の
解
釈
に
明
ら
か
に
見
ら
れ
る
。
闇
斎
は
、
猿
田
彦
神
を
「
土
徳
」

を
身
に
得
て
「
敬
」（
ツ
ツ
シ
ミ
、
土
地
之
味
、
土
地
之
務
）
の
心
を
持
つ
神
と
し
、
こ

の
神
の
指
示
す
る
と
こ
ろ
に
「
日
守
木
」
の
秘
訣
が
あ
る
と
述
べ
、
こ
の
神
を
「
中
」

の
典
型
的
実
践
者
と
想
定
し
て
い
る
。
具
体
的
な
論
述
は
田
尻
祐
一
郎
『
山
崎
闇
斎
の

世
界
』
ぺ
り
か
ん
社
、
二
〇
〇
六
年
、
二
五
〇
〜
二
五
八
頁
参
照
。

（
16
）　
『
土
津
霊
神
事
実
』
に
よ
る
と
、
闇
斎
が
こ
の
序
を
書
い
た
の
は
寛
文
十
二
年
十
一
月

四
日
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
序
の
後
に
あ
る
日
付
は
寛
文
壬
子
季
冬
九
日
で
あ
る
。
谷
省

吾
、
前
掲
書
、
一
四
一
頁
。

（
17
）　
『
中
臣
祓
風
水
草
』
に
、『
神
代
巻
口
訣
』
に
見
え
る
「
天
御
中
主
神
は
、
明
理
の
本
源
、

鎮
へ
に
高
天
原
に
所

な
り
ま
せ
る生

神か
み

な
り
。﹇
中
略
﹈
国
常
立
尊
と
同
一
理
な
り
」
と
い
う
言
葉
が

引
か
れ
て
い
る
。

（
18
）　

高
島
元
洋
『
山
崎
闇
斎
＊
日
本
朱
子
学
と
垂
加
神
道
』
ぺ
り
か
ん
社
、
一
九
九
二
年
、

五
三
二
頁
。

サ
ル
タ
ヒ
コ
の
話
で
あ
る
」（『
山
崎
闇
斎
の
世
界
』
ぺ
り
か
ん
社
、
二
〇
〇
六
年
）
と

指
摘
し
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
以
上
の
諸
研
究
成
果
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
闇
斎
に
お
け

る
「
中
」
概
念
の
意
味
内
容
を
体
系
的
に
論
じ
て
み
た
い
。

（
3
）　

朱
傑
人
等
主
編
『
朱
子
全
書
』
第
六
冊
（
上
海
古
籍
出
版
社
、
安
徽
教
育
出
版
社
、

二
〇
〇
二
年
）
五
四
八
頁
。
本
稿
の
引
用
は
、
原
漢
文
を
読
み
下
し
た
も
の
で
あ
る
。

以
下
の
引
用
も
す
べ
て
同
じ
。

（
4
）　
「
喜
怒
哀
楽
の
未
だ
発
せ
ざ
る
、
こ
れ
を
中
と
謂
ふ
。
発
し
て
皆
節
に
中あ

た

る
、
こ
れ
を

和
と
謂
ふ
。
中
な
る
者
は
、
天
下
の
大
本
な
り
、
和
な
る
者
は
、
天
下
の
達
道
な
り
。

中
和
を
致
せ
ば
、
天
地
位く

ら
いし

、
万
物
育い

く

す
」（『
中
庸
』）。

（
5
）　
〈
宋
〉
黎
靖
徳
編
、
王
星
賢
点
校
『
朱
子
語
類
』（
中
華
書
局
、
一
九
八
六
年
）。

（
6
）　

朱
子
学
で
は
、「
道
統
」
と
い
う
相
承
の
系
譜
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
堯
か

ら
舜
、
舜
か
ら
禹
、
禹
か
ら
湯
・
文
・
武
に
代
々
伝
え
ら
れ
、
さ
ら
に
孔
子
に
い
た
る
。

そ
の
後
、
顔
子
・
曾
子
・
子
思
・
孟
子
を
経
て
、
宋
代
に
な
っ
て
、
程
明
道
・
程
伊
川

の
二
兄
弟
に
受
け
継
が
れ
る
。
朱
子
は
、
二
程
か
ら
こ
の
「
道
統
」
を
受
け
継
い
だ
。

子
思
（
Ｂ
Ｃ
四
八
三
〜
Ｂ
Ｃ
四
〇
二
）
が
『
中
庸
』
を
作
っ
た
の
は
、「
道
学
」
の
「
道

統
」
が
失
わ
れ
る
の
を
憂
え
た
か
ら
で
あ
る
。

（
7
）　

谷
省
吾
『
垂
加
神
道
の
成
立
と
展
開
』（
国
書
刊
行
会
、
二
〇
〇
一
年
）
一
四
四
〜

一
四
六
頁
。

（
8
）　
「
洪
範
」
は
『
書
経
』
に
収
め
ら
れ
る
一
書
で
あ
る
。
闇
斎
の
序
文
に
よ
る
と
、
河
図

に
よ
っ
て
伏
義
が『
易
』を
作
っ
た
の
に
対
し
て
、洛
書
に
よ
っ
て
禹
が
述
べ
た
の
は「
洪

範
」
で
あ
る
。
朱
子
は
『
易
』
に
つ
い
て
そ
の
本
義
を
闡
明
し
た
が
、「
洪
範
」
に
つ
い

て
は
、
朱
子
の
門
人
蔡
西
山
の
子
、
蔡
九
峰
に
よ
っ
て
そ
の
本
旨
を
発
揮
し
た
と
い
う
。

『
皇
極
内
篇
』
が
、
す
な
わ
ち
そ
れ
で
あ
る
。
闇
斎
が
そ
れ
を
『
整
理
大
全
』
や
『
周
易

全
書
』
か
ら
復
元
し
、
自
身
の
見
解
を
加
え
た
の
が
、『
洪
範
全
書
』
で
あ
る
。

（
9
）　

日
本
古
典
学
会
編
『
山
崎
闇
斎
全
集
』（
ぺ
り
か
ん
社
、
一
九
七
八
年
）、
以
下
は
『
闇

斎
全
集
』
と
略
す
。
な
お
、
引
用
文
は
原
漢
文
を
読
み
下
し
た
も
の
で
あ
る
。
以
下
の

引
用
は
す
べ
て
同
じ
。


